
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：ＪＲ宇都宮駅西側ＬＲＴ導入課題検討調査業務 

 

 

 

 ２ 調査主体：宇都宮市 

 

 

 ３ 調査圏域：宇都宮市，日光市，鹿沼市，下野市，真岡市，さくら市，上三川町，

芳賀町，市貝町，益子町，茂木町，高根沢町，塩谷町（宇都宮市を発

着するバス路線が運行している市町） 

 

 

 ４ 調査期間：平成２９年５月３１日～平成３０年３月２３日 

 

 

 ５ 調査概要： 

   平成２８年度に実施した「ＪＲ宇都宮駅西側ＬＲＴ整備に係る基礎調査」にお

いて，ＪＲ宇都宮駅西側のＬＲＴ導入に係る課題を抽出したことから，本調査に

おいては，課題への対応策を整理し，概算事業費を含む整備概要をまとめるた

め，ＬＲＴ導入空間（道路横断構成）や需要予測，バス路線再編，交通処理，交

通結節点，既設構造物への影響，ＬＲＴ整備区間，イベント対策案について検討

を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：ＪＲ宇都宮駅西側ＬＲＴ導入課題検討調査業務 

 

 

 

 ２ 報告書目次 

序章 

１．業務概要 

２．ＬＲＴ整備区間の考え方 

３．ＬＲＴ導入空間（道路横断構成）の検討 

４．公共交通ネットワークの検討 

５．交通処理の検討 

６．交通結節点（トランジットセンター等）の検討 

７．既設構造物への影響検討 

８．ＬＲＴ整備区間の検討 

９．イベント対策案の検討 

１０．市民理解促進の支援 

１１．整備概要の取りまとめ 

１２．関係機関との協議支援 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

   委員会・幹事会等は設置していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等 

   委員会・幹事会等は設置していない。 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

本市では，「宇都宮都市交通戦略」（計画期間平成２１～３０年度）」に基づ

き，南北方向の鉄道や東西方向のＬＲＴを基軸とし，バスや地域内交通などが連

携した階層性のある交通ネットワークの形成に取り組んでいるところであり，Ｌ

ＲＴについては「東西基幹公共交通の実現に向けた基本方針」（平成２５年策定）

においてＪＲ宇都宮駅東側を優先整備区間として位置付け，平成２８年９月には

同区間の「軌道運送高度化実施計画」の認定を受けるなど，整備に向けた取組を

進めているところである。 

ＬＲＴは本市の目指すネットワーク型コンパクトシティの形成を支える基幹

事業であり，ＪＲ宇都宮駅西側においても早急に事業を推進する必要があるた

め，平成２８年度に基礎調査に着手し，ＪＲ宇都宮駅西側のＬＲＴ導入の課題を

抽出したところである。 

本業務は，平成２８年度に抽出したＪＲ宇都宮駅西側のＬＲＴ導入にかかる課

題について対応策を整理し，概算事業費を含めた整備概要をまとめることを目的

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

  



 ３ 調査圏域図 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 

  検討の前提条件（現時点で想定し得る前提条件を設定） 

 ア ＬＲＴ整備区間の設定（参考資料１参照） 

(ア) 導入路線 

ＪＲ宇都宮駅から桜通り十文字付近に至るまでのＬＲＴ導入路線について，「大通

り」，「いちょう通り」，「県庁前通り」を想定し，現況バス需要や人口集積の状況，生活

利便施設等の分布状況などから比較検討を行った。 

⇒ 施設立地及び交通需要の面からポテンシャルが高く，まちづくりへの効果が期待で

きることなどから，「大通り」への導入が望ましい。 

 

   (イ) 延伸方向 

桜通り十文字付近から延伸する導入方向について，「北（宝木・国本）方面」，「西

（城山）方面」，「南（姿川）方面」を想定し，現況バス需要や人口集積の状況などから

比較検討を行った。 

⇒ バス需要が比較的多く，ＬＲＴ導入による需要が期待できることや，道路幅員が広

く，制約が少ないため，「西（城山）方面」への延伸が望ましい。 

 

   (ウ) 整備区間 

     上記の導入路線，延伸方向の検討結果を踏まえ，桜通り十文字付近からの更なる延伸

先について検討を行った。 

⇒ 交通ネットワークの形成やまちづくりへの効果の視点から計画区間である「桜通り

十文字付近」を含め，「護国神社付近」，「宇都宮環状線付近」，「東北自動車道付近」，

「大谷観光地付近」までの５案を設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



イ 将来道路ネットワーク 

    ＬＲＴ導入までの道路ネットワークとして，小幡・清住土地区画整理事業区域内の「都

市計画道路宇都宮日光線」や「都市計画道路塙田平出線」などが完成する路線として設定 

 

 

図 将来道路ネットワーク 

 

表１ 完成を見込む周辺の主な路線 

路 線 名 現況車線数 車線数 

① 都市計画道路宇都宮日光線 － ４車線 

② 都市計画道路塙田平出線 － ２車線 

③ 主要地方道宇都宮栃木線 ２車線 ４車線 

④ 国道１１９号 ２車線 ４車線 

⑤ 
主要地方道宇都宮今市線 

（桜２丁目交差点～駒生町交差点） 
２～４車線 ４車線 

⑥ 主要地方道宇都宮笠間線 ２車線 ４車線 

 

 

凡例 

新  設 

拡幅等 

都心環状線



ウ ＬＲＴ導入空間（参考資料２参照） 

・ 中心市街地における安全・快適な歩行者空間の創出や大通り周辺を含めた円滑な自動

車交通の確保，沿線土地利用への影響等を考慮しながら，ＬＲＴ導入による道路空間再

編について複数案によるケーススタディを実施 

・ 「宮の橋交差点」から「池上町交差点」までの区間については，大通りの現況幅員を

最大限活用していく中で，中心市街地にふさわしい十分な歩行者空間の確保や将来道路

ネットワークを踏まえた円滑な道路交通などを考慮し，２車線として設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 区間ごとの車線数の設定 

  

宮の橋交差点

池上町交差点

桜通り十文字
池上町

交差点
ＪＲ宇都宮駅

ＬＲＴ導入後
４車線

交差点部

拡幅が必要

ＬＲＴ導入後
４車線

ＬＲＴ導入後
２車線

現況

６車線

宇都宮環状線

現況

４車線

ＬＲＴ導入後
４車線

交差点部

拡幅が必要

宮の橋

交差点

現況

２車線

現況

２車線

東北自動車道大谷観光地

ＬＲＴ導入後
２車線

拡幅が必要

ＬＲＴ導入後
２車線

複線の場合

拡幅が必要



  検討結果（別紙参照） 

ア ＬＲＴ利用者数（参考資料３参照） 

次のような条件設定のもと，「ＪＲ宇都宮駅西側におけるＬＲＴ導入後の将来の公共交

通ネットワークイメージ」に基づき需要予測を実施 

 

【需要予測の算定条件】 

算定方法 

・「桜通り十文字付近」「護国神社付近」「宇都宮環状線付近」が終

点部の利用者数については，鉄道などで一般的に用いられてい

る「四段階推定法(※１)」により需要予測を実施 

・「東北自動車道付近」「大谷観光地付近」が終点部の利用者数に

ついては，宇都宮環状線以西の道路空間の確保や単線・複線案

など，ＬＲＴのサービスレベルを検討した上で需要予測を行う

必要があるため，今回は，バス利用実態調査を用いて簡易的に

推計 

対象区間 優先整備区間約１５キロメートルを含む駅西側区間 

道路ネットワーク
小幡・清住土地区画整理事業区域内の「都市計画道路宇都宮日光

線」及び「都市計画道路塙田平出線」の開通などを前提に算定 

道路空間 

「宮の橋交差点から池上町交差点まで」の区間及び「宇都宮環状

線付近から大谷観光地付近まで」の区間を２車線，その他の区間

を４車線として設定 

ＬＲＴ 

・ＬＲＴの運行頻度は，優先整備区間と同様（ピーク時：１０本

／時，オフピーク時：６本／時）の設定 

・料金は対距離制（３ｋｍ未満１５０円，７ｋｍ未満まで２ｋｍ

ごと５０円追加，以降３ｋｍごと５０円追加） 

バス路線 

・バス路線再編を前提に算定 

・大通りのバス路線（現況：大工町付近で約２，０００本／日）

については，「県庁前通り」や「いちょう通り」，郊外部の公共

交通空白・不便地域などへ３分の１程度を振り分ける。 

・残りの３分の２程度は，大通り区間を快速運行する。 

・バス路線再編前後で，総運行距離（運行距離×本数）が減らな

いことを基本とする。 

 

表２ 区間ごとの平日１日当たりのＬＲＴ利用者数 

 JR宇都宮駅
桜通り十文字

付近
護国神社

付近
宇都宮環状線

付近
東北自動車道

付近
大谷観光地

付近

～ ～ ～ ～ ～ ～

本田技研北門 本田技研北門 本田技研北門 本田技研北門 本田技研北門 本田技研北門

整備延長 約１５ｋｍ 約１８ｋｍ 約１９ｋｍ 約２０ｋｍ 約２１．５ｋｍ 約２３ｋｍ

約２３.４千人 約２６.０千人 約２７.２千人 約２８.８千人 約２９.１千人

（基準） （＋２．６千人）（＋３．８千人）（＋５．４千人）（＋５．７千人）

整備区間

平日１日当たり
ＬＲＴ利用者数

約１６.３千人



イ 概算事業費 

次のような条件設定のもと，駅西側のＬＲＴ整備区間ごとの概算事業費等を算出 

 

【概算事業費の算定条件】 

道路空間 

「宮の橋交差点」から「池上町交差点」までの区間及び「宇都宮環状線

付近」から「大谷観光地付近」までの区間を２車線，その他の区間を４

車線として設定 

ＬＲＴ 宇都宮環状線以西については，単線案と複線案の両方で算定 

その他 

・ＪＲ宇都宮駅の交差部の整備に係る費用は含まない。 

・交通結節点（ＪＲ宇都宮駅，東武宇都宮駅付近，桜通り十文字付近）

の整備に係る費用は含まない。 

・地下埋設物等の移設に係る費用は含まない。 

※ 今後の事業化に向けた設計等を行う中で，事業費は増減する可能性がある。 

 

表３ 区間ごとの導入による効果・概算事業費 

 

  

ＪＲ宇都宮駅
桜通り十文字

付近
護国神社
付近

宇都宮環状線
付近

東北自動車道
付近

大谷観光地
付近

～ ～ ～ ～ ～ ～

本田技研北門 ＪＲ宇都宮駅 ＪＲ宇都宮駅 ＪＲ宇都宮駅 ＪＲ宇都宮駅 ＪＲ宇都宮駅

整備距離 約１５ｋｍ 約３ｋｍ 約４ｋｍ 約５ｋｍ 約６．５ｋｍ 約８ｋｍ

導入による
効果

・多方面の幹
線バス路線と
の結節強化
・中心市街地
の回遊性向上

・大量の通学
需要への対応

・自動車交通
との結節強化

・広域的な自動
車交通との結節
強化

・観光需要への
対応
・観光拠点への
アクセス性向上

[複線]
約３３０億円

[複線]
約４００億円

[単線]
約２８０億円

[単線]
約３３０億円

（基準額） （＋３０億円） （＋６０億円）
（＋１３０～
　 １８０億円）

（＋１８０～
　２５０億円）

約２１０億円

整備区間

概算事業費
（税抜き）

約４５８億円

約１５０億円 約１８０億円



ウ 事業採算性 

     事業採算性を検証するため，収支予測を実施 

 

【収支予測の算定条件】 

利用者数 

・「平日利用者数」は，需要予測結果に基づき算定 

・「休日利用者数」は，優先整備区間の軌道運送高度化実施計画での平休

比から算定 

表４ 平休比率 

目的 通勤 通学 業務 私事 

平休比 ０．２ ０．１ ０．３ ２．０ 

・通勤・通学・業務・私事の目的別に算定 

運輸収入 

・「運輸収入」は，運賃収入と運輸雑収入との和を計上 

・「運賃」は，３ｋｍ未満１５０円，７ｋｍ未満まで２ｋｍごと５０円追

加，以降３ｋｍごと５０円追加とする。目的別に実収率を考慮して算定

・通勤・通学の「割引率」は，通勤定期４０％割引，通学定期５０％割引

・「日数」は，通勤・通学目的については，年間定期券利用を想定し，利

用日数を３６５日と設定。業務・私事目的については，平日の利用日数

を２４６日，休日の利用日数を１１９日として設定 

・「運輸雑収入」は，優先整備区間の軌道運送高度化実施計画を用いて運

賃収入（税抜き）の３％として設定 

・「消費税」は，１０％として税抜きの実収入を算出 

運行経費 
「運行経費」は，民営軌道事業者の平成２４年度から平成２６年度の３か

年平均値を原単位として人件費及び経費を計上 

収 支 
・運輸収入から運行経費を差し引き，収支を算定 

・予測年次に想定される実効税率を用いて租税後の収支を算定 

 

表５ 区間ごとの収支予測 

 

 

ＪＲ宇都宮駅
桜通り十文字

付近
護国神社

付近
宇都宮環状線

付近
東北自動車道

付近
大谷観光地

付近

～ ～ ～ ～ ～ ～

本田技研北門 本田技研北門 本田技研北門 本田技研北門 本田技研北門 本田技研北門

整備距離 約１５ｋｍ 約３ｋｍ 約４ｋｍ 約５ｋｍ 約６．５ｋｍ 約８ｋｍ

＋約１．６億円 ＋約２．０億円 ＋約２．０億円 ＋約２．１億円 ＋約１．６億円

（基準額） （＋０．４億円） （＋０．４億円） （＋０．５億円） （±０億円）

整備区間

収支予測
（年）

＋約１．５億円



整備区間終点

ＪＲ宇都宮駅～
本田技研北門

【約１５ｋｍ】

①桜通り十文字付近

【約１８ｋｍ】

②護国神社付近

【約１９ｋｍ】

③宇都宮環状線付近

【約２０ｋｍ】

④東北自動車道付近

【約２１．５ｋｍ】

⑤大谷観光地付近

【約２３ｋｍ】

整備区間終点付近の
主な施設

足利銀行，
宇都宮地方合同庁舎

護国神社，作新学院，
宇都宮文星女子高

宇都宮環状線 大谷スマートＩＣ（事業中）
大谷観光拠点

（大谷観音，大谷資料館）

整備区間概要図

導入による効果
・多方面の幹線バス路線と

の結節強化
・中心市街地の回遊性向上

大量の通学需要への対応 自動車交通との結節強化
広域的な自動車交通との
結節強化

・観光需要への対応
・観光拠点へのアクセス

性向上

ＬＲＴの利用者数（平日１日）
〔当該整備区間～本田技研北門〕

約１６．３千人/日
約２３．４千人/日

（基準）
約２６．０千人/日
（＋２.６千人/日）

約２７．２千人/日
（＋３.８千人/日）

約２８．８千人/日
（＋５.４千人/日）

約２９．１千人/日
（＋５.７千人/日）

概算事業費（税抜き）
〔当該整備区間～ＪＲ宇都宮駅〕

約４５８億円
約１５０億円
（基準額）

約１８０億円
（＋３０億円）

約２１０億円
（＋６０億円）

複線：約３３０億円
単線：約２８０億円

（＋１３０～１８０億円）

複線：約４００億円
単線：約３３０億円

（＋１８０～２５０億円）

事業採算性：収支予測（年）
〔当該整備区間～本田技研北門〕

＋約１.５億円/年※1 ＋約１.６億円/年
（基準額）

＋約２.０億円/年
（＋０.４億円/年）

＋約２.０億円/年
（＋０.４億円/年）

＋約２.１億円/年
（＋０.５億円/年）

＋約１.６億円/年
（±０億円/年）

検討結果のまとめ 別 紙

停留場設置予定箇所
（名称は仮称）

 ＪＲ宇都宮駅西口
 上河原
 宮島町十文字
 馬場町
 県庁前
 東武宇都宮駅前
 裁判所前
 新川
 桜通り十文字
 美術館前
 護国神社前
 教育会館前
 駒生町
 中丸公園前
 郵便局前
 大谷ＳＩＣ
 城山
 大谷

１ 概算事業費の主な算定条件
・ 車線数については，「宮の橋交差点」から「池上町交差点」までの区間及び「宇都宮環状線付近」から「大谷観光地付近」までの区間を２車線，その他の区間を４車線として設定
・ 宇都宮環状線以西については，単線案と複線案の両方で算定
・ ＪＲ宇都宮駅の交差部及び交通結節点（ＪＲ宇都宮駅，東武宇都宮駅付近，桜通り十文字付近）の整備，地下埋設物等の移設に係る費用は含まない。
※ 今後の事業化に向けた設計等を行う中で，事業費は増減する可能性がある。

※１ 「ＪＲ宇都宮駅～本田技北門」の事業採算性：収支予測については，需要の定着が図られる年次における予測値（平成３６年度）

２ 検討結果のまとめ
・ ＬＲＴ整備区間ごとの導入効果，ＬＲＴ利用者数や概算事業費，事業採算性をまとめたもの



ＬＲＴ整備区間の設定 参考資料１

表 整備区間の概要

区間 概要

①
北・西・南の各方面からの幹線バス路線が集まる桜通

り十文字付近において，バスとＬＲＴとの結節を図る。

②
作新学院小学校・中学校・高校や宇都宮文星女子高

など，ＬＲＴ沿線の通学需要への対応を図る。

③
宇都宮環状線との連携を強化することにより，自動車

からＬＲＴへの乗り継ぎによる利用を促進する。

④
（仮称）大谷スマートＩＣとの連携を強化することにより，

自動車からＬＲＴへの乗り継ぎによる広域的な利用を

促進する。

⑤
名勝指定されている奇石群や地下採石場跡等の観光

資源を有する大谷地区との連携を強化することにより，

観光の活性化を図る。

図 導入路線及び延伸方向

Ｌ＝約３ｋｍ

Ｌ＝約４ｋｍ

Ｌ＝約５ｋｍ

Ｌ＝約８ｋｍ

Ｌ＝約６．５ｋｍ

⑤大谷観光地付近

④東北自動車道付近

③宇都宮環状線付近

②護国神社付近

①桜通り十文字付近

ＪＲ宇都宮駅

Ｓｔｅｐ１　導入路線の検討 Ｓｔｅｐ２　延伸方向の検討

ｎ

ＪＲ宇都宮駅から桜通り十文字付近へ至る導入路線として以下の４案を
検討
１ 　大通り　　　　　　１ ’大通り（オリオン通り経由）
２ 　いちょう通り　　　３ 　県庁前通り

・　導入路線については，大通り，いちょう通り，県庁前通りを想定し，現況バス需
要や人口集積の状況，生活利便施設等の分布状況などから比較検討を行った。
・　その結果，施設立地や交通需要の面でポテンシャルが高いことや，ＪＲ宇都宮
駅から桜通り十文字付近間の速達性が高く，道路幅員が最も広いことから，大通り
へ導入が望ましい。

比較案

比較評価（客観的指標による評価）

評価結果

■機能的な公共交通ネットワークの構築
○現況バス需要
・大通りには，東武駅前，県庁前，馬場町等，乗降者数が１千人／日超のバス停が存在
○東武宇都宮駅との結節
・オリオン通り経由は東武宇都宮駅近傍を通過し，結節性が高い。
○利便性
・大通り経由は，いちょう通り経由・県庁前通り経由に比較し所要時間が３～４分程度短く最短

■まちづくりとの連携
○人口集積
・夜間人口は，いちょう通り周辺，従業人口は大通り周辺が多い。
○生活利便施設，魅力資源が立地
・大通り周辺に生活利便施設・魅力資源が多数分布

■導入に当たっての制約
○道路幅員
・大通りの幅員が最も広い（３０ｍ）
○現況交通量・混雑度
・大通りの混雑度は，いちょう通りや，県庁前通りと比較して低い。

・　桜通り十文字付近からの延伸方向については，北方面（宝木・
国本），西方面（城山），南方面（姿川）を想定し，現況バス需要や
人口集積の状況などから比較検討を行った。
・　その結果，比較的バス需要が多く，ＬＲＴ導入後に需要が期待で
きることや，道路幅員が広く道路混雑がないなど，導入に当たって
の制約が少ないことから西方面（城山）へ延伸が望ましい。

Ｓｔｅｐ３　整備区間の検討

比較案

比較評価（客観的指標による評価）

整備区間の検討

桜通り十文字付近を含め，整備区間として以下の５案を検討
①　桜通り十文字付近　 ②　護国神社付近
③　宇都宮環状線付近　 ④　東北自動車道付近
⑤　大谷観光地付近

・　延伸先については，交通ネットワークの形成やまちづくりへの効
果の視点から計画区間である「桜通り十文字付近」を含め，「護国神
社付近」，「宇都宮環状線付近」，「東北自動車道付近」，「大谷観光
地付近」までの５案を設定
・　設定した整備区間について，一定の条件設定の下，ＬＲＴ利用者
数や概算事業費，事業採算性などの概略的な検討を実施

比較案

比較評価（客観的指標による評価）

評価結果

桜通り十文字付近からの延伸方向として以下の３案を検討
 　北（宝木・国本）方面
 　西（城山）方面
 　南（姿川）方面

■機能的な公共交通ネットワークの構築
○現況バス需要
・西（城山）方面は，約５千人／日のバス利用があり，北方面（約２千人／日），南
方面（約３千人／日）に比較して需要が多い。

■まちづくりとの連携
○人口集積
・夜間人口は南（姿川）方面が約３３千人であり，北方面（約２９千人），西方面（約
２２千人）に比較して多い。

■導入に当たっての制約
○道路幅員
・いずれの方面も３０ｍ幅員で計画決定されており，そのうち西（城山）方面が幅
員３０ｍ区間が最も長い。
○現況交通量・混雑度
・西（城山）方面の混雑度は，北方面や南方面と比較して低い。

■機能的な公共交通ネットワークの構築
○現況バス需要
・桜通り十文字付近で約１１千人／日，護国神社付近で約５千人／日のバス利用
があるのに対し，大谷スマートＩＣ付近以西は約１千人／日未満

■まちづくりとの連携
○人口集積
・桜通り十文字付近の夜間人口が大きい。
○拠点施設の立地
・護国神社付近には作新学院（小中幼稚園併設）や宇都宮文星女子高が立地
・大谷（観光地付近）には大谷資料館，大谷寺，大谷平和観音が立地

■導入に当たっての制約
○道路幅員
・護国神社付近以東３０ｍ，大谷スマートＩＣ以東２０ｍ，大谷観光地付近１５ｍ



   中心市街地における安全・快適な歩行者空間の創出や大通り周辺を含めた円滑な自動車交通の確保，沿線土地利用への影響等を考慮しながら，ＬＲＴ導入による道路空間再編について複数案によるケーススタディを実施 

    

■ ＪＲ宇都宮駅～桜通り十文字付近 

 現況 
検討ケース 

ケース１ ケース２ 

概要 

道路幅員 ・Ｗ＝３０ｍ ・Ｗ＝３０ｍ ・Ｗ＝３０ｍ 
ＬＲＴ ― ・道路中央にＬＲＴを敷設（複線） ・道路中央にＬＲＴを敷設（複線） 
自動車 ・車線数：６車線 ・車線数：４車線，２車線 ・車線数：４車線 

断面

構成 

ＪＲ宇都宮駅～ 

宮の橋交差点 

池上町交差点～ 

桜通り十文字付近 

【一般部】 

 

【一般部】 ※停留場のある交差点部は道路の拡幅が必要 

 

宮の橋交差点～ 

池上町交差点 

【一般部】 【一般部】 【一般部】 ※停留場のある交差点部は道路の拡幅が必要 

※ 道路空間再編の代表的なイメージを例示したものであり，今後，関係機関との協議調整を行いながら，最適な道路空間再編案を検討していく。 

 
 

■ 桜通り十文字付近～宇都宮環状線付近 

 県計画 
検討ケース 

ケース 1 

概要 

道路幅員 ・Ｗ＝３０ｍ ・Ｗ＝３０ｍ 

ＬＲＴ ― ・道路中央にＬＲＴを敷設（複線） 

自動車 ・車線数：４車線 ・車線数：４車線 

断面構成 

【一般部】 【一般部】 ※停留場のある交差点部は道路の拡幅が必要 
 

※ 道路空間再編の代表的なイメージを例示したものであり，今後，関係機関との協議調整を行いながら，最適な道路空間再編案を検討していく。 

  

参考資料２ ＬＲＴ導入空間イメージ 
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■ 宇都宮環状線付近～東北自動車道付近 

 
県計画 

検討ケース 

ケース 1 ケース 2 

概要 

道路幅員 ・Ｗ＝２０ｍ ・Ｗ＝２２．５ｍ ・Ｗ＝２０．０ｍ 

ＬＲＴ ― ・道路中央にＬＲＴを敷設（複線） ・道路中央にＬＲＴを敷設（単線） 

自動車 ・車線数：２車線 ・車線数：２車線 ・車線数：２車線 

断面構成 

【一般部】 

 

【一般部】 ※道路の拡幅が必要 

 

【一般部】 

 

※ 道路空間再編の代表的なイメージを例示したものであり，今後，関係機関との協議調整を行いながら，最適な道路空間再編案を検討していく。 

 

 

■ 東北自動車道付近～大谷観光地付近 

 
県計画 

検討ケース 

ケース 1 ケース 2 

概要 

道路幅員 ・Ｗ＝１５ｍ ・Ｗ＝２２．５ｍ ・Ｗ＝１９．５ｍ 

ＬＲＴ ― ・道路中央にＬＲＴを敷設（複線） ・道路中央にＬＲＴを敷設（単線） 

自動車 ・車線数：２車線 ・車線数：２車線 ・車線数：２車線 

断面構成 

【一般部】 

 

【一般部】 ※道路の拡幅が必要 

 

【一般部】 ※道路の拡幅が必要 

 

※ 道路空間再編の代表的なイメージを例示したものであり，今後，関係機関との協議調整を行いながら，最適な道路空間再編案を検討していく。 
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ＬＲＴ利用者数 参考資料３

１ 宇都宮環状線付近区間までのＬＲＴ利用者数の推計について
 需要予測手法
• 需要予測は，鉄道などで一般的に用いられてる「四段階推定法」を用いた。
• 現況データは，平成２６年度県央広域都市圏生活行動実態調査を用いた。
• 具体的な予測手法及び予測に用いたデータは以下フローに示すとおり

＜前提条件＞
・道路網整備 ：ＬＲＴ導入までに完成する路線として，現在事業着手済みの路線の開通を見

込んだ道路網とした。
・道 路 空 間 ：「宮の橋交差点」から「池上町交差点」までの区間及び「宇都宮環状線付

近」から「大谷観光地付近」までの区間を２車線，その他の区間を４車線と
して設定

・バス網の再編：バス路線再編を前提に算定
大通りのバス路線については，「県庁前通り」や「いちょう通り」，郊外部
の公共交通空白・不便地域などへ３分の１程度を振り分け，残り３分の２程
度は，大通り区間を快速運行する。

 需要予測ケースと各ケースのＬＲＴ予測条件
• 需要予測ケースとしてＬＲＴの整備区間が異なる３ケースについて実施
• 各ケースのＬＲＴに関する予測条件は下表のとおり

表１ 予測ケース

 予測結果
各ケースにおける平日１日当たりのＬＲＴ利用者数は，約２３千人～２７千人と整備区

間が長くなるほど増加

図２ ケース別平日１日当たりのＬＲＴ利用者数

ケース１ ・ＬＲＴの西進 （桜通り十文字付近～本田技研北門）

ケース２ ・ＬＲＴの西進 （護国神社付近～本田技研北門）

ケース３ ・ＬＲＴの西進 （宇都宮環状線付近～本田技研北門）

ケース１ ケース２ ケース３

ＪＲ，東武鉄道

真岡鉄道
現状

Ｌ
Ｒ
Ｔ

区間
桜通り十文字付近～

本田技研北門

護国神社付近～

本田技研北門

宇都宮環状線付近～

本田技研北門

運行形態 ピーク時：快速各停混合，オフピーク時：各停のみ

運行本数
ピーク時：１０本（快速，各停：各５本／時）※駅西側は各停のみ

オフピーク時：６本（各停：６本／時）

最高速度 ４０ｋｍ／ｈ

料金

対距離制
（３ｋｍ未満１５０円，７ｋｍ未満まで２ｋｍごと５０円追加，

以降３ｋｍごと５０円追加）

図１ 四段階推定法のイメージ

お⼿法

使⽤データ

・重回帰モデル

・H22国勢調査
・H21経済センサス等
・H26⽣活⾏動実態調査

・現在パターン法

・H26⽣活⾏動実態調査

・⾮集計ロジットモデル

・H26⽣活⾏動実態調査

 利⽤者均衡配分   

・H22道路交通センサス

【第２ステップ】
   間 交通量 予測

【第３ステップ】
   間 移動 利⽤
する交通機関の分担

【第４ステップ】
   間 移動 利⽤
  経路 配分

【第１ステップ】
ゾーン間で発⽣，
もしくはゾーンに集中す
 交通量 予測

ゾ
␗
ニ
ン
グ
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ケース１

桜通り十文字付近

～本田技研北門

ケース２

護国神社付近

～本田技研北門

ケース３

宇都宮環状線付近

～本田技研北門

ＬＲＴ利用者数

（千人/日）
ＬＲＴ利用者数

23.4
26.0

27.2

表２ ＬＲＴ予測条件



２ 東北自動車道付近・大谷観光地付近までのＬＲＴ利用者数の推計について
バス利用実態調査の結果，宇都宮環状線付近からの増加率を用いて簡易的に推計

●東北自動車道付近～本田技研北門の利用者数
（宇都宮環状線付近～本田技研北門の利用者数）×１．０６＝２８．８千人

●大谷観光地付近～本田技研北門の利用者数
（宇都宮環状線付近～本田技研北門の利用者数）×１．０７＝２９．１千人

ＬＲＴ利用者数

 ＬＲＴ利用者の転換前の交通手段
• いずれのケースもバスからの転換が最も多く，次いで自動車からの転換が多い。
• 護国神社付近は現状のバス利用者が多いことから，「ケース１」と「ケース２」のバス
からの転換者数の差が約３％となっている。
（ケース１：約５８％ → ケース２：約６１％）

• なお，ケース間で比較するとバス・自動車，自転車・徒歩からの転換量に大きな差はない。

図３ ＬＲＴ利用者の転換前の交通手段

表３ バス利用実態調査における増加率

区間 宇都宮環状線付近からの増加率

宇都宮駅～宇都宮環状線付近 １．００

宇都宮駅～東北自動車道付近 １．０６

宇都宮駅～大谷観光地付近 １．０７

桜通り十文字付近
～本田技研北門

護国神社付近
～本田技研北門

宇都宮環状線付近
～本田技研北門

東北自動車道付近
～本田技研北門

大谷観光地付近
～本田技研北門

平日利用者数
（人/日）

約２３．４千人 約２６．０千人 約２７．２千人 約２８．８千人 約２９．１千人

表４ 平日１日あたりのＬＲＴ利用者数

３ ＬＲＴ利用者数について（まとめ）
平日１日当たりのＬＲＴ利用者数について，需要予測結果とバス利用実態調査結果等を

基に算出した結果を下表に示す。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【参考】

ＪＲ宇都宮駅東口

～本田技研北門

ケース３

宇都宮環状線付近

～本田技研北門

ケース２

護国神社付近

～本田技研北門

ケース１

桜通り十文字付近

～本田技研北門

バス（送迎バス含む） 自動車 自転車 徒歩

58%

61%

62%

14% 73% 12%

31% 6%

32%

35%

6%

6% 1%

1%

1%

1%


